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研究成果の概要（和文）：本研究は，人間が物体の位置を視覚的に認識する際にはたらく心理メカニズムを明らかにす
ることを目的としていた。研究期間内に実施した研究の結果，物体あるいは物体以外の空間位置に注意が向くと，物体
の位置の認識が大きく影響を受けることが明らかになった。特に，注意が向いた位置を中心として，そこに向かって物
体の位置が引き寄せられるように実際よりもズレて認識されることがわかった。これは注意自体の位置情報が脳内で物
体の位置情報と統合されることを示唆している。

研究成果の概要（英文）：The present study aimed at clarifying the psychological mechanism underlying visua
l object localization. As a result, the present study revealed that visual attention directed to an object
 or to an empty space surrounding the object significantly affected localization of the object. Specifical
ly, the present study found that object localization attracted to an attended location. These results sugg
est that location information of attention and the object was integrated in the brain.
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１．研究開始当初の背景 
自分では正確に対象の位置が分かっている
と思っていても，実際そうであるとは限らな
い。対象の空間位置は脳内において粗雑に処
理されているため (Atkinson & Braddick, 
1989)，その定位は本質的に不正確になる。
視対象 (標的) の定位は観察者の眼球運動，
標的近傍の運動信号，標的呈示前の運動やコ
ントラストへの順応など多くの要因に影響
される事が分かっており，これは脳内での粗
雑な定位処理が他の視覚処理の影響を受け
やすいためであると考えられる。 
 
 この誤定位を引き起こす要因の一つに観
察者の視覚的注意が挙げられる。申請者はそ
れまでの研究で，「注意が向いた位置に標的
位置の記憶が引き寄せられる」ことを明らか
にしてきた (誘引効果：Yamada et al., 2008, 
Psych. Res.; Yamada et al., 2011, J. Vis.)。
また申請者は，知覚と記憶では注意の役割が
異なるために誘引効果が知覚ではなく記憶
で生じることを明らかにしていた (Yamada 
et al., 2011)。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では，標的位置を保持する際に，注
意位置の位置信号と標的の位置信号とが統
合されるためにそれらの平均位置へ（つまり
注意位置の方へ）誤定位されることが誘引効
果の原因であると説明するモデルを提案し
た。ここでいう位置信号とは，位置の脳内表
現の一形式のことを指す。だがこの誘引効果
のメカニズムを証明するには超えなければ
ならないハードルが存在し，それは未だ達成
されていなかった。そこで本研究は，従来の
定位研究では用いられてこなかった新たな
方法を導入することでそれらを克服し，誘引
効果のメカニズムを解明することを目的と
した。 
 
 
３．研究の方法 
 従来の研究では注意を誘導するために必
ず外的刺激を呈示していたため，誘引効果を
引き起こしているのが「注意そのもの」か「注
意された外的刺激」なのかが明確ではなかっ
た。この問題を解決するためには，外的刺激
を用いずに特定の位置へ注意を誘導しなけ
ればならなかった。そこで，本研究では他者
の視線移動を用いた反射的空間手がかり法
によって (Friesen & Kingstone, 1998)，余
分な外的刺激を注意位置に呈示することな
く観察者の注意を誘導した (Yamada et al., 
2008, Psychologia)。 
 
 
４．研究成果 
 視線によって誘導された注意は，たしかに
誘引効果を引き起こした  (Yamada & 

Kawabe, 2013, Universitas Psychologica)。
したがって，注意そのものが誤定位を引き起
こす主要な要因であることが確認できたと
ともに，本研究が用意していた仮説である
「注意と刺激の位置信号の統合」をサポート
する結果を得ることができた。 
 
 また同様に本仮説をサポートする成果と
して，Yamada, Kawabe, & Miura (2012, 
Neurosci. Lett.) が挙げられる。本研究では
実験参加者の名前を画面上に呈示した際に，
自分の名前の方向へ誘引効果が生じること
を示した。自身の名前に注意が自動的に誘導
されるという知見と合わせて考えると 
(Kawahara & Yamada, 2004, Vis. Cogn.)，
このことは注意が誘引効果に重要であるこ
とを示している。 
 
 さらに，Yamada & Kawabe (2013, PLoS 
ONE) においては，誤定位が網膜座標依存的
に起きるのではないことを示した。すなわち，
物体の位置は，ある参照枠との関係性を保ち
ながら，決定される。このことは視空間定位
がある程度高次の視覚処理過程にてなされ
ていることを示唆している。 
 
 その他の研究でも，視空間処理が高次認知
的処理と関係していることを示唆する結果
がいくつも得られた。例えば Yamada, 
Sasaki, & Miura (2014, Perception) では，
視野内の特定位置に向かって移動する物体
が，物体運動の物理的法則に関する素朴知識
によって移動速度が変わって予測されるよ
うになることを示した。また，Yamada et al. 
(2014, Frontiers in Psychology) や
Marmolejo-Ramos et al. (2013, PLoS ONE) 
では，身体座標系における空間情報が，観察
者の情動・感情・印象処理に大きく影響を与
えることを示した。 
 
 総合すると，空間定位それ自体は注意の位
置情報を何らかの形で統合，利用しながらな
されていると考えられる。この統合様式や神
経基盤などがまだ不明であるため，今後のさ
らなる研究が必要であろう。また，付随する
その他の研究からは，空間位置情報の処理は
注意以外の高次認知とも大きく関わってい
ることが示唆され，より広い包括的な枠組み
で空間情報処理というものを考えていかな
ければならないと考えるに至った。 
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